
【指導案検討　一本松小　谷口先生】
〇戦争の単元は、どのような構成、導入だと子どもがより身近

に捉えられるか。地域の防空壕跡や慰霊碑などを歩き、自
分の地域との結びつきを感じることや地域の方で大空襲の
慰霊に関わる方の思いを導入に学んでいく方向で進めて
いく。

〇「人々の暮らしの扱い」戦争の動きと両輪となるように。前
単元とも絡めて人々の暮らしに注目させる。

この単元を通して何を学ぶかを授業者、参加者を通して明
確にしていける話合いをすることが大切。

【６学年年部会で大切にしたいこと】
　みとりからはじまる、対話を通した深い学び

【担当校長先生より】

● 自分ごとにすることが歴史学習のキーとなる。自分の暮らしと歴史的事象を結びつけられるか。写真の比較から何を子どもたちが掴むのかをイメージするとよい。戦争の被

害の様子をどう掴めるか。具体的に想像して単元を考えていく。

● 戦争を知る人が少なくなっていく中で、直接の被害を受けたわけでないが聞き伝えられている人からの話も効果的である。

● 日本の当時の視点と周りの国々の視点は違う。日本人も苦しかったが他の国のことも考える必要がある。

● 平和の意味をしっかり考えさせたい。平和は自分たちで作っていくものという意識をもたせたい。

● 事実をもとに自分の考えを形成する経験が少ないと自信がなくなり、聞き手に回ってしまう。聞きたくなるから話さない。事実に基づいた自分の考えをもつことが大切。教材

から子どもたちに何を働きかけるのか。子どもに教材から何を問いかけるのか。

● この教材はどのように学んだら喜んでくれるだろうという視点で考えるのもよい。

【指導案検討　原小　名畑先生】
〇児童の実態
　歴史上の人物に対して、知的好奇心が強い反面、資
料活用については課題がある。
〇この単元で何を学ばせたいか
　「たった20年で日本はどのように復興したのだろう」と
いい導入から、どのように東京オリンピックと出会い、さ
らに調べたいと思わせるか。


